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仙
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平

井

秀

文

 
中
世
の
辞
書
類
に
、
遊
仙
窟
の
訓
読
が
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

る
か
。
と
く
に
、
そ
の
出
典
が
遊
仙
窟
と
明
示
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
遊
仙
窟
か
ら
と
、
推
定
せ
ら
れ
る
も
の

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
確
か
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
は

り
、
明
記
せ
ら
れ
た
も
の
と
否
と
で
は
、
そ
の
筆
者
の
意
識
が
違
う
。

 
ま
た
、
出
典
名
と
し
て
示
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
、
直
接
援
用
せ

ら
れ
た
か
、
孫
引
き
な
の
か
は
、
か
な
ら
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
い
ま
、
ほ
と
ん
ど
問
題
と
は
し
な
い
。

一二三四五

桂
川
地
蔵
記
の
出
典
注
記

塵
袋
の
記
述

画
嚢
抄
i
そ
の
援
用

堵
嚢
抄
一
訓
読
本
言
説

仙
源
抄
に
つ
い
て

閥

桂
川
地
蔵
記
を
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
 
一
種
の
節
用
集
と
も
い
う
べ

き
性
格
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 
「
種
々
な
る
日
常
百
般
の
知
識
と
文
字
と
を

旧
く
る
目
蓋
を
も
っ
て
、
あ
る
事
件
を
文
学
的
に
叙
述
し
た
も
の
で
、
内
容
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
！

に
云
へ
ば
、
一
種
の
節
用
め
い
た
も
の
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
本
文
は
、
訓
読

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
少
な
か
ら
ぬ
出
典
の
注
記
が
あ
っ
て
、
そ
の
所

拠
を
教
え
る
。
 
「
隠
岩
屈
」
 
「
遊
仙
し
と
記
さ
れ
た
の
は
五
条
で
あ
る
。

 
現
存
諸
綴
本
の
原
本
た
る
前
田
家
（
尊
経
閣
叢
刊
）
本
に
よ
っ
て
調
べ
る
。

す
べ
て
上
巻
に
あ
っ
て
、
一
条
を
除
い
て
他
の
四
条
は
、
連
続
し
て
ほ
ぼ
巻
末

に
近
い
。

 
ウ
ツ
ホ
 
 
 
 
 
 
 
ユ
ミ
ツ
ル
 
ウ
ツ
ホ
 
 
マ
フ
サ
キ
 
 
ク
ス
ネ
 
 
マ
ト

 
 
笙
（
九
オ
）
 
 
 
弦
、
 
窄
、
 
 
銀
、
 
天
鼠
、
 
胸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊
仙
屈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2

 
こ
の
語
、
訓
と
も
に
原
典
に
な
い
。
「
窄
」
が
行
末
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

「
遊
仙
窟
」
の
注
記
が
下
の
字
に
わ
た
っ
て
い
て
、
二
行
に
ま
た
が
る
た
め
、

行
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
出
典
は
、
「
鋼
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ン
サ
シ

に
対
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
刊
本
の
「
金
鍍
銅
銀
」
と
あ
る
「
鍍
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
 
「
鋼
」
字
を
用
い
る
の
は
醍
醐
寺
本
・
真
福
寺

本
で
あ
っ
て
、
訓
は
「
カ
ン
サ
シ
、
オ
モ
ノ
」
ど
す
る
。
陽
明
文
庫
本
は
「
マ

フ
タ
キ
」
と
訓
ず
る
が
「
鉦
」
字
で
あ
る
。
「
弦
」
に
あ
る
べ
き
が
下
が
っ
た
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か
と
毛
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
諸
本
「
ツ
ル
」
と
だ
け
訓
ず
る
。
や
は
り
「

釦
」
に
対
し
て
の
注
記
で
あ
ろ
う
。

 
 
マ
メ
ヤ
カ
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
メ
ヤ
ヵ
ニ
ウ
ツ
ヘ
ナ
ク
カ
ワ
シ
キ
ヒ
ト
ツ
レ
ナ
キ
ウ
カ
レ
ヒ
ト
ヵ
ナ

 
 
真
成
（
二
十
一
オ
）
真
成
空
甚
強
面
浮
浪
哉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊
仙
台

 
 
 
 
注
4

 
続
類
従
本
で
は
、
こ
れ
以
下
の
四
項
す
べ
て
に
あ
る
「
遊
覧
（
屈
）
」
の
注

記
が
、
全
く
異
な
っ
た
語
の
右
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
注
記
が
左

記
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
、
そ
の
次
行
の
当
該
語
に
右
記
せ
ら
れ
た
も
の
と
誤
認

し
た
た
め
で
、
他
文
献
の
す
べ
て
の
出
典
注
記
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
書

写
に
際
し
て
の
誤
解
に
よ
る
も
の
と
み
と
め
ら
れ
る
。

 
 
ノ
ヒ
フ
シ
テ
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
ハ
ノ
ヒ
フ
シ
テ
 
 
 
マ
ツ
ヒ
ト
モ

 
 
横
 
陳
（
二
十
一
オ
）
 
或
一
三
有
二
待
者
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊
仙

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
4

 
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
「
ソ
ヒ
フ
シ
テ
」
．
の
誤
写
で
あ
る
。
史
籍
集
覧
本
は
、

ぞ
う
な
っ
て
い
る
が
、
船
改
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
原
典
で
は
、
 
「
横
陳
ト
ソ

ヒ
フ
シ
・
カ
ト
モ
」
と
訓
ず
る
が
常
で
、
援
用
の
訓
は
、
そ
の
文
章
に
し
た
が

っ
て
活
用
さ
せ
て
・
か
な
ら
ず
し
も
原
面
形
の
ま
ま
で
は
な
い
・

 
 
タ
ヘ
イ
マ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
タ
チ
ャ
ス
ラ
イ
ハ
タ
ヘ
イ
マ
ト
 
 
サ
ハ
キ
ア
ヘ
ル
ノ
モ

 
 
向
来
（
二
十
一
オ
）
 
或
遷
延
或
向
来
有
二
目
合
三
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊
仙

こ
れ
は
、
前
項
に
直
接
す
る
文
で
あ
る
。
 
「
向
来
」
に
対
し
て
の
原
訓
は
、
 
「

イ
マ
シ
、
サ
キ
一
こ
そ
の
他
少
な
く
な
い
。
 
「
向
来
ト
タ
・
イ
マ
」
と
文
選
読

す
る
べ
き
を
「
タ
・
イ
マ
ト
」
と
表
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
つ
ぎ
の
文

も
直
接
す
る
。

 
 
ナ
サ
ケ
ナ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ナ
サ
ケ
ナ
ク
 
 
ハ
ラ
フ
 
 
ヲ
 
 
モ

 
 
薄
媚
（
二
十
一
ウ
）
 
或
薄
媚
有
二
彿
レ
人
一
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊
仙

 
原
典
に
は
、
 
「
薄
媚
狂
難
三
更
唱
暁
」
と
あ
っ
て
、
「
薄
媚
ト
ナ
サ
ケ
ナ
キ
」

 
 
 
 
 
 
ウ
カ
レ
ト
リ

と
連
体
形
で
、
 
「
狂
 
難
」
を
修
飾
す
る
。

 
遊
仙
窟
を
注
記
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
に
ど
ど
ま
る
。
し
か
し
、
注
記
さ
れ
て

い
な
い
援
用
は
、
な
お
多
か
っ
た
と
み
と
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
長

文
を
あ
げ
る
。
「
菓
子
者
」
の
条
か
ら
、
本
文
だ
け
を
。
 
 
 
 
祭
「
「
ゼ

南
嶺
蒲
桃
、
北
漢
甘
庶
、

八
子
奈
、
青
門
五
色
瓜
、

仙
桂
、
西
王
母
之
神
桃
、

不
レ
三
二
三
論
「

（
梗
喪
石
溜
）
、
河
東
紫
塩
、
嶺
南
丹
橘
、
緻
煙

大
谷
張
公
之
梨
、
房
陵
朱
仲
之
李
、
東
王
公
之

南
燕
牛
乳
之
椒
、
北
趙
難
心
之
喪
、
千
名
万
種

傍
線
の
語
だ
け
は
原
典
に
な
く
、
カ
ッ
コ
の
四
字
は
地
蔵
記
に
は
な
く
、
他
は

全
く
同
文
で
あ
る
。

 
原
作
者
は
、
多
く
の
援
用
は
し
た
が
、
出
典
名
は
注
記
し
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
施
す
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
割
注
形
式
に
し
て
明
ら
か
に
し
た
で

あ
ろ
う
。
こ
の
長
文
の
、
い
ず
れ
の
と
こ
ろ
に
も
注
記
は
な
い
。
現
存
本
に
、

傍
記
の
形
で
記
入
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
後
の
書
写
者
が
、
気
づ
く
ま

ま
に
書
き
入
れ
た
た
め
に
、
行
間
と
な
り
、
ま
た
そ
の
数
も
多
か
ら
ず
、
個
所

も
か
た
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
少
し
は
、
原
作
者
の
心
覚
え
的
な

も
の
も
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

 
史
籍
集
覧
本
は
、
細
書
割
注
の
形
式
で
出
典
を
記
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く

印
刷
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
底
本
に
も
そ
う
あ
っ
た
と
仮
定

し
て
も
、
原
作
の
姿
で
は
な
い
と
思
う
。

 
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
に
お
け
る
出
典
の
注
記
は
、
他
の
辞
書
類
に
お
け

る
明
確
な
形
式
と
は
、
お
の
ず
か
ら
異
な
る
成
立
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
」

る
。
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二

 
塵
袋
（
日
本
古
典
全
集
本
）
に
、
数
条
の
援
用
が
見
え
る
。
訓
だ
け
で
は
な

く
、
注
の
文
に
も
及
ん
で
い
る
の
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
遊
仙
窟
の
注

が
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

 
 
一
、
上
中
下
ヲ
カ
ミ
、
ナ
カ
、
シ
モ
ト
、
ヨ
ミ
、
ウ
ヘ
ウ
チ
シ
タ
ト
ヨ
ム

 
 
 
 
其
ノ
心
如
何
（
巻
一
ノ
三
十
四
）

と
あ
る
条
に
、
日
本
記
を
引
き
、
さ
ら
に

 
 
遊
仙
窟
ニ
ハ
天
上
ト
カ
キ
テ
ァ
メ
ノ
ウ
ラ
ト
回
診
リ
普
天
之
上
ト
カ
ケ
ル

 
 
モ
、
同
心
敵
上
ヲ
ウ
ラ
ト
ヨ
ム
ハ
表
裏
ノ
心
ニ
ヤ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ァ
メ
ノ
ゥ
ラ

な
ど
と
、
つ
づ
い
て
い
る
。
原
典
に
は
、
 
「
天
 
上
」
と
訓
ず
る
例
は
い
く
つ

か
あ
る
が
、
「
天
辺
」
を
、
そ
う
訓
じ
て
い
る
例
も
あ
る
。

 
 
一
、
イ
エ
ト
ウ
シ
ト
云
フ
ハ
其
ノ
心
・
何
ヵ
ン
 
（
巻
五
ノ
ニ
十
七
）

と
い
う
条
に
、
万
葉
集
を
も
引
い
て
、
さ
ら
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
レ
リ
 
イ
ヘ
ト
シ
ト
 

 
 
遊
仙
窟
二
云
娘
子
ハ
三
二
是
レ
作
二
主
入
母
一
幅
ヘ
リ
主
人
母
ヲ
カ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

 
 
ク
ヨ
ム
ハ
義
ヨ
ミ
也
家
・
刀
自
ト
同
也

原
文
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
な
く
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ヘ
ト
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
ス
 
イ
エ
ノ
キ
ミ
ト

 
 
娘
子
ハ
既
二
是
レ
主
人
母
。
少
府
ハ
須
ク
作
二
主
人
公
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

と
あ
っ
て
、
簡
約
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
β
こ
の
あ
た
り
、
直
接
原
典
に
あ
た

っ
た
か
が
疑
わ
れ
る
。

中
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓

 
 
一
、
直
千
金
ト
云
フ
ハ
千
雨
ノ
金
欺
（
巻
七
ノ
ニ
十
二
）

こ
の
条
に
は
、
た
だ
ち
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
の
援
用
が
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
シ
ン
ヒ
ト
タ
ヒ
エ
メ
ハ

 
 
 
常
ニ
ハ
サ
コ
ソ
心
門
ラ
レ
タ
レ
但
シ
遊
仙
窟
ノ
注
ニ
ハ
美
人
 
一
 
咲

 
 
 
ケ
チ
キ

 
 
 
酒
夙
宥
旦
ン
十
△
並
、
 
一
金
ハ
耳
］
雨
也
ト
一
瓜
ヘ
リ

 
 
 
 
 
レ
 
イ
フ
コ
ト
 
 
 

コ
ト
ヲ
 
 
 
カ
ホ
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
ナ
ム
ニ
キ
リ
ノ

こ
れ
は
、
「
莫
レ
言
長
ク
有
二
千
金
ノ
面
［
。
終
二
三
テ
礎
テ
作
二
一
抄

 
ト

三
一
。
」
と
あ
る
本
文
に
直
接
す
る
注
文
が
、
ほ
ぼ
右
と
同
文
に
近
い
。

 
 
美
人
一
咲
。
贋
直
二
千
金
一
。
一
下
。
七
爾
也
。

か
く
、
刊
本
に
は
「
七
」
爾
に
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
廿
」
の
字
を
誤
認

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
諸
写
本
は
「
廿
」
爾
に
作
り
、
こ
の
塵
袋
の
文
に
通
ず

る
。 

 
．
一
、
モ
ノ
・
ウ
ス
キ
ヲ
ヘ
エ
」
く
ト
ア
ル
ト
云
フ
バ
正
字
如
何
 
（
巻
十
ノ

 
 
 
 
七
）
 
 
 
 
 
 
 
 
、

こ
れ
に
は
、
た
だ
ち
に
、
つ
ぎ
の
長
文
が
つ
づ
い
て
、
訓
と
と
も
に
注
に
及
ん

で
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジ
ン
ゼ
ン

 
 
 
ヘ
エ
く
ト
云
フ
ハ
 
へ
・
ヤ
カ
ナ
ル
ト
オ
ナ
シ
コ
ト
殿
荏
蒋
ト
カ
キ
．

 
 
 
へ
＼
ヤ
カ
ト
ヨ
ム
遊
他
窟
ノ
注
二
三
輕
也
ト
釈
セ
リ
カ
ロ
ク
ヤ
ハ
ラ
カ

 
 
 
ナ
リ
ヴ
ス
キ
心
モ
カ
ヨ
ヘ
ル
ニ
や
又
月
日
ノ
ス
ク
ル
コ
ト
ノ
ハ
ヤ
キ
ヲ

 
 
 
 
 
 
シ
ン
セ
ン
ト

 
 
 
イ
フ
ニ
モ
荏
薄
シ
テ
ト
云
フ
コ
レ
バ
カ
ロ
キ
ニ
ァ
ラ
ス
同
三
戸
ハ
 
一

 
 
 
 
レ
ム
セ
ブ
シ
テ
サ
ル
タ
ェ

 
 
 
ニ
ハ
連
接
不
レ
断
一
貞
也
ト
云
ヘ
リ
モ
ノ
・
ッ
・
キ
テ
タ
エ
ヌ
心
・

（ 109 ）



ひ

〆

 
 
 
ナ
リ

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
文
選
の
注
を
も
引
い
て
い
る
。
原
本
文
は
、
 
「
荏
薄
畏
二

弾
穿
一
。
」
と
あ
り
、

 
 
ジ
ン
ゼ
ン
 
 

ハ
シ
ウ

 
 
荏
蒋
ト
へ
・
ヤ
カ
ニ
シ
テ
弾
カ
バ
穿
ケ
ナ
ン
コ
ト
ヲ
畏
ル

と
訓
ず
る
べ
く
、
二
つ
に
分
け
て
引
か
れ
て
い
る
注
は
、
原
注
で
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
一
文
に
つ
づ
い
て
い
る
。

 
 
荏
薄
。
輕
鞭
也
。
一
云
。
連
接
不
・
断
験
。

三

 
壕
嚢
抄
（
正
保
三
年
板
本
）
に
は
、
か
な
り
の
援
用
が
あ
る
。
文
選
．
読
の
例

が
多
く
、
こ
れ
は
そ
れ
ら
を
選
ん
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
遊
仙
窟
の
訓
読

．
が
文
選
読
を
常
と
す
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
原
訓
の
と
お
り
で
は
な
く

・
て
、
そ
こ
の
前
後
に
応
じ
て
の
読
み
換
え
な
ど
は
當
然
の
こ
と
で
、
既
述
の
例

，
に
準
ず
る
。
訓
読
が
、
真
福
寺
本
の
に
通
ず
る
も
の
の
少
な
く
な
い
の
は
認
め

ら
れ
る
が
、
決
し
て
そ
の
系
統
の
も
の
だ
け
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
こ
う
い
う
類
の
文
献
の
少
な
い
例
か
ら
、
訓
読
の
系
統
を
早
急
に
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
。

 
 
ヌ
リ
コ
メ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ

 
 
塗
籠
チ
ヤ
ウ
タ
イ
ト
云
又
タ
カ
ト
ノ
ト
云
何
事
ソ
是
不
三
二
正
字
一
註
セ

 
 
ル
物
ナ
シ
（
巻
｝
ノ
十
八
）

 
こ
の
項
に
対
す
る
文
章
の
中
に
、
つ
ぎ
の
例
文
が
見
え
る
。

 
 
 
遊
仙
窟
ニ
ハ
中
堂
ノ
タ
カ
ト
ノ
ヲ
料
理
ト
シ
ツ
ラ
テ
ト
ヨ
メ
リ

 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
カ
ツ
カ
タ

原
典
で
は
、
一
般
に
「
申
 
堂
」
と
諸
本
に
訓
ず
る
が
、
真
福
寺
本
で
は
、
「

ナ
カ
ツ
タ
カ
ト
ノ
」
・
と
す
る
。
 
「
料
理
」
の
文
選
読
は
ふ
つ
う
で
あ
る
。
 
「
中

堂
ノ
タ
カ
ト
ノ
」
の
訓
で
は
、
 
「
中
」
に
あ
た
る
読
み
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。

 
 
形
見
ト
モ
方
見
罫
書
ハ
何
力
正
ク
方
見
形
見
共
層
二
當
字
鰍
（
巻
一
・
二
十

 
 
一
）
 
 
 
 
＼

 
こ
れ
に
対
す
る
説
明
文
中
に
、
関
係
項
と
し
て
、
つ
ぎ
の
文
章
が
あ
る
。

 
 
 
遊
仙
窟
ニ
ハ
記
念
ノ
カ
タ
ミ
ト
ヨ
メ
リ
。
記
ハ
ヲ
ホ
ユ
ル
念
ハ
ヲ
モ
フ

 
 
 
也
物
思
習
ピ
ア
リ
シ
。
面
影
イ
ヒ
シ
言
ノ
葉
如
・
向
ヵ
シ
テ
暫
ク
忘
ル

 
 
 
事
兄
ケ
レ
ハ
形
見
ド
書
ル
モ
叶
ヘ
リ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ

 
こ
の
文
選
読
は
、
原
典
に
「
以
為
二
記
念
こ
を
、
 
「
記
念
ノ
カ
タ
ミ
ニ
為
ス

」
と
訓
ず
る
ま
ま
で
あ
る
。

 
 
マ
ユ
カ
ユ
ケ
レ
ハ
思
フ
人
ヲ
見
ル
ト
云
ハ
実
鰍
マ
ユ
ト
細
断
引
言
也
マ
ユ

 
 
メ
ナ
ル
ヘ
シ
（
巻
ニ
ノ
二
十
二
）

こ
の
標
題
文
に
は
、
す
ぐ
つ
づ
い
て
つ
ぎ
の
文
章
が
示
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
キ
ノ
フ
ノ
ヨ
マ
ユ
メ
ヵ
ユ
ヵ
ジ
 
 
ケ
サ
ヨ
キ
ヒ
ト
ヲ

 
 
 
遊
仙
窟
云
昨
夜
眼
皮
藺
シ
テ
今
朝
良
人
見
回
り
。
可
レ
思
フ

 
 
 
眉
ノ
カ
ユ
ク
キ
人
ヲ
見
シ
理
置
ア
ラ
ン
ヤ

こ
れ
は
、
か
な
り
長
く
原
典
を
引
い
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、

 
 
 
 
 
 
メ
ノ
フ
チ
ヵ
ユ
カ
リ
テ
 

ケ
 
サ
 
 
ル
 
ヨ
キ
 
 
ヲ

 
 
 
昨
・
夜
眼
皮
醐
 
 
今
朝
見
二
三
入
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
ク
ラ
キ
テ
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マ
ユ
メ

の
如
き
訓
点
が
あ
る
。
 
「
眼
皮
」
と
は
訓
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
真
福
寺
本

・
陽
明
文
庫
本
な
ど
に
は
、
「
マ
ユ
メ
」
と
正
し
く
訓
ず
る
。

 
 
人
ヲ
ニ
ラ
ム
ト
ハ
何
レ
ソ
常
二
睨
ヲ
用
ユ
（
巻
一
ノ
ニ
十
三
）

こ
れ
に
は
、
長
い
文
章
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
し
き
り
に
、
遊
仙
窟
を
引
い
て

論
ず
る
の
が
あ
る
。

 
 
 
遊
仙
窟
三
八
斜
眼
ト
ニ
ラ
ム
ト
読
几
ソ
ニ
ラ
ム
ト
云
二
戸
ノ
姿
ア
ル
鰍

 
 
 
怒
ル
郵
貯
脚
吊
ノ
義
也
睨
ノ
字
ヲ
ハ
。
説
文
・
二
軍
川
蝉
，
、
視
ト
註
ト
セ
リ
是

 
 
 
遊
仙
窟
ノ
義
二
叶
者
也
。
其
故
ハ
斜
眼
ト
ニ
ラ
ン
テ
悸
唄
ト
イ
ッ
ハ
テ

 
 
 
ハ
ラ
タ
チ
シ
テ
ト
侍
り
。
怒
ル
義
二
非
ル
鰍
夫
レ
男
女
ノ
習
ヒ
心
二
懸

 
 
 
リ
。
思
ハ
シ
ク
想
者
ヲ
常
・
二
一
ラ
ム
ト
云
ニ
や
遊
仙
窟
ノ
心
是
也
依
レ

 
 
 
義
二
用
ヘ
シ

「
斜
眼
」
と
「
畦
豆
」
と
が
、
訓
義
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
 
「
斜
眼
ト
ニ
ラ

ン
テ
」
が
ふ
つ
う
、
 
「
ヨ
コ
メ
シ
テ
」
と
い
う
異
訓
も
あ
る
が
、
 
「
伴
」
は
、

「
イ
ツ
ハ
リ
」
の
ほ
か
、
 
「
イ
カ
リ
」
と
訓
ず
る
も
あ
る
。

 
 
遊
君
ナ
ト
讐
陸
ヲ
打
エ
ヨ
ネ
ヲ
ノ
リ
物
ニ
ス
ト
云
ニ
ヨ
ネ
ト
ハ
米
鰍
ヨ
ネ

 
 
 
 
 
ヨ
ネ

 
 
豊
門
非
ス
宿
町
（
巻
一
ノ
ニ
十
五
）

こ
れ
に
も
、
す
ぐ
つ
づ
い
て
、
原
文
を
か
な
り
援
用
し
て
い
る
。

 
 
 
 
ニ
 
ヵ
ト
 
ヲ
 
ノ
ノ
り
モ
ノ
口

遊
仙
窟
張
文
成
十
娘
作
二
一
六
一
時
宿
 
賭
 
セ
ン
ト

 
 
 
 
 
 
テ
 
 
 
／
 
寿
 
ノ
リ
モ
ノ
セ
ン
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ
ハ

云
。
十
娘
問
云
ク
若
為
レ
 
賭
レ
 
三
余
四
日
，
十
三
輸
レ

バ
カ
ス
ニ
 

ト
イ
ネ
ヨ
ニ
 
ハ
ニ
ニ
ト

簿
山
景
．
下
官
臥
二
一
宿
一
下
官
輸
レ
臓
卜
共
十
娘

申
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓

 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
 
 
腓
二
一
宿
、
一
ト
云
リ
ノ
リ
モ
ノ
ト
ハ
懸
物
也
ヨ
ネ
ハ
宿
罪
非
レ
米

 
か
な
り
長
い
援
用
で
あ
る
が
、
原
典
に
よ
る
と
、
こ
の
と
お
り
の
訓
点
は
見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
リ
モ
ノ
セ
ン
 
ヲ

あ
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
「
賭
レ
宿
」
と
い
う
訓
は
、
陽
明
文
庫
本
に
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
モ
 
ノ
リ
モ
ノ
せ
む

る
が
、
こ
の
当
該
部
分
で
は
な
く
、
そ
の
直
前
に
、
 
「
一
色
と
共
に
 
賭

サ
カ

酒
。
」
と
あ
る
。
．
こ
こ
を
、
醍
醐
寺
本
は
、
「
ネ
ッ
ク
を
ウ
ツ
ト
イ
フ
し
と

・
し
、
真
福
寺
本
で
は
～

 
 
 
ニ
ト
ネ
ヲ
 
 
イ
カ
ン
ス
ル
ヲ
カ
ネ
ノ
リ
モ
ノ
ト
イ
フ

 
 
共
二
十
娘
一
瓢
・
宿
。
 
十
娘
朝
日
、
 
若
 
 
賭
・
 
宿
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
ノ
リ
モ
ノ
ニ
セ
ン
て
 

ミ
ス
ル
ネ
ヲ

 
 
僕
答
日
、

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
原
典
か
ら
援
用
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
読
み
な

ど
は
、
か
な
り
自
由
で
、
原
点
の
ま
ま
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
訓
読
の
語
そ
の
も
の
を
論
ず
る
の
が
目
的
で
は
な
く
て
、
こ
と

ば
に
つ
い
て
、
自
由
に
説
く
の
が
塩
泌
乳
で
あ
り
、
つ
ま
り
辞
書
よ
り
も
類
書

と
い
う
性
格
で
あ
る
か
ら
、
當
然
で
あ
る
。

碁
ノ
三
二
付
テ
ウ
チ
カ
フ
。
ノ
ソ
ク
ナ
ド
云
其
字
ハ
何
ソ
左
様
・
字
皆
碁

経
ニ
ア
ル
ヘ
シ
（
巻
一
ノ
ご
十
六
）

 
こ
れ
に
対
す
る
説
明
文
の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
援
用
が
あ
る
。
ほ
ぼ
、
原
文
ど

お
り
で
あ
る
が
、
故
意
か
否
か
、
一
部
の
語
句
を
脱
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
ハ
 
タ
リ
 
 
 
 
 
 
ヨ
リ
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
リ

 
 
遊
仙
窟
云
園
碁
出
二
猶
智
恵
一
智
者
千
慮
シ
テ
亦
有
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
ハ

 
 
 
一
失
一
愚
者
千
慮
シ
テ
国
有
二
一
得
一

こ
れ
は
、
全
く
、
「
訓
」
に
は
及
ん
で
い
な
い
が
。
「
亦
」
の
字
は
、
と
も
に
諸

（Sll］



／

本
「
必
」
に
作
り
、
 
「
猶
」
字
も
ま
た
す
べ
て
「
於
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
 
「

智
恵
」
と
「
智
者
」
と
の
間
に
は
、
 
「
張
即
適
意
太
能
下
官
日
」
の
語
句
が
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
前
述
と
同
じ
く
、
か
な
り
自
由
な
態
度

の
援
用
と
い
う
べ
く
、
た
だ
し
、
他
よ
り
の
間
接
の
孫
引
き
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ク
く

 
 
物
ヲ
ヨ
ク
ボ
ル
ト
云
ハ
何
ノ
字
ソ
三
々
ト
書
也
下
々
シ
キ
ナ
ト
云
旧
事
鰍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ク
ホ
ル

 
 
欲
ノ
字
ヲ
ホ
ル
共
ホ
シ
・
共
ヨ
ム
也
ヨ
ク
ボ
ル
ト
ハ
訓
。
音
二
重
説
ス
ル

 
 
詞
也
。
欲
ノ
字
ヲ
万
笹
木
ニ
ハ
ホ
リ
ト
ヨ
ム
ホ
リ
ホ
ル
早
戸
シ
カ
ル
ヘ
シ

 
 
万
葉
集
二
雨
ヲ
悦
フ
歌
ニ

 
 
 
 
ホ
リ
 
 
 
 
 
 
フ
リ
キ

 
 
 
我
力
欲
シ
雨
ハ
降
来
ヌ
カ
ク
シ
ア
ラ
バ
コ
ト
カ
ケ
ズ
ト
モ
年
ハ
栄
エ
ム

 
 
ト
云
ヒ
ホ
シ
カ
リ
シ
雨
ハ
降
タ
リ
ト
悦
也
。
コ
ト
ア
ケ
セ
ス
ト
ハ
事
々
シ

 
 
ク
不
レ
祈
共
ト
云
也
ト
云
リ
。
欲
ヲ
ハ
遊
仙
窟
ニ
ハ
フ
ク
ツ
ケ
共
読
ム
．
、

と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
は
、
明
ら
か
に
「
塵
袋
」
 
（
巻
十
・
四
十
）
の
に
拠
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
リ
モ
ト
ム
ル

 
 
一
、
モ
ノ
ヲ
欲
ボ
ル
ト
云
フ
ハ
堀
求
心
鰍

 
 
 
 
ヨ
ク
ボ
ル
ト
云
フ
ハ
酒
蒸
セ
リ
欲
ノ
字
ス
ナ
ハ
チ
ホ
ル
也
万
葉
二
一
ヲ

 
 
 
 
ヨ
ロ
コ
フ
寄
二
云

以
下
、
同
旨
異
文
が
あ
る
が
、
た
だ
、
こ
の
遊
仙
窟
に
関
す
る
こ
と
は
全
く
な

い
。
す
る
と
、
こ
れ
は
、
塔
嚢
抄
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
も
の
た
る
こ
と
が
わ

か
る
。

 
原
訓
に
は
、
 
「
貧
（
生
）
」
字
に
、
 
「
フ
ク
ツ
ケ
イ
こ
と
、
フ
ク
ツ
ケ
ナ
キ

コ
ト
、
フ
ク
ツ
ケ
キ
ヒ
ト
」
な
ど
、
諸
本
に
見
え
る
。
刊
本
の
如
く
、
 
「
ム
サ

ホ
（
レ
）
ル
コ
ト
（
ヒ
ト
）
」
．
と
も
訓
ず
る
も
あ
る
。
風
説
と
い
う
は
、
音
訓

重
ね
て
読
む
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
文
選
読
を
さ
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ン

 
 
太
刀
ナ
ト
ノ
ソ
リ
ト
云
字
ハ
何
ソ
反
ノ
字
ヲ
可
レ
書
欺
（
巻
一
ノ
六
十
八
）

 
 
 
 
 
 
ア
ケ
テ
ソ
ル
ノ
キ
ヲ
 
 
 
カ
イ
タ
イ

 
 
 
文
選
二
月
上
二
反
宇
一
以
テ
三
冠
ト
フ
ケ
リ
ト
ヨ
メ
リ
 
遊
仙
窟

 
 
 
 
ソ
リ
ノ
キ
エ
レ
ル
イ
ラ
カ
 
 
 
 
 
 
ハ
ン

 
 
 
ニ
ハ
返
字
 
雛
 
蔓
ト
書
一
ケ
リ
返
ヲ
モ
可
レ
用
同
シ
心
也

 
 
 
 
 
 
ソ
レ
ル
ノ
キ
エ
レ
ル
イ
ラ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

原
典
す
べ
て
、
「
反
字
二
藍
」
と
同
字
同
訓
で
あ
る
。

 
 
分
字
三
ヘ
イ
コ
ク
ス
ル
ト
云
ハ
何
事
ソ
（
巻
三
ノ
七
）

 
 
 
ヘ
イ
コ
ク

 
 
 
迷
惑
ト
書
也
。
是
ヲ
呉
音
ニ
メ
イ
ワ
ク
三
線
也
。
遊
仙
窟
ニ
ハ
。
迷

 
 
 
惑
ト
マ
ト
フ
ト
読
り

こ
れ
も
、
典
型
的
な
文
選
読
で
あ
る
。
原
文
に
、
 
「
精
神
更
迷
惑
」
と
あ
る
に

つ
い
て
、
回
訓
は
、
 
「
迷
惑
と
マ
ト
フ
、
マ
ト
ハ
ス
、
マ
ト
ヒ
ナ
ン
」
な
ど
、

諸
本
に
同
趣
で
あ
る
。

 
 
ニ
ツ
コ
ト
ワ
・
ラ
イ
ト
云
何
ノ
字
ソ
（
三
三
ノ
三
十
六
）

こ
れ
に
対
す
る
説
明
文
の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
援
用
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ツ
 
ト
ツ

 
 
 
遊
仙
窟
ニ
ハ
。
睨
晒
ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
ト
ヨ
メ
リ

原
文
「
手
子
艦
晒
」
と
あ
る
部
分
で
、
文
選
読
な
が
ら
、
そ
の
音
読
を
、
刊
本

ほ
か
多
く
「
ヲ
ツ
下
ツ
」
と
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
 
「
ヲ
ン
（
ム
）
ト
ツ
」

と
発
音
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
注
に
は
「
鳥
骨
反
」
と
あ
る
。
訓
も
、
や
は

り
「
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
」
が
、
そ
の
多
く
の
例
で
あ
る
が
、
真
福
寺
本
・
陽
明
文

庫
本
に
「
フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ
、
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
」
の
異
訓
も
見
え
る
。
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人
ニ
ア
ヒ
シ
ラ
ヴ
ト
親
臨
何
ノ
字
ソ
（
巻
三
・
三
十
七
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ
ウ
カ
ア
エ
シ
ラ
イ

 
 
 
會
ヲ
モ
用
ヒ
。
一
答
ト
モ
書
。
遊
山
窟
「
二
云
。
五
媛
會
レ
 
些
ト
モ

 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ト
ヨ
ク
ア
エ
シ
ラ
フ

 
 
 
ヨ
ミ
又
云
。
太
能
磨
答
ト
モ
ヨ
ム
。

原
典
の
二
項
κ
わ
た
っ
て
引
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
原
訓
に
よ
る
．

と
、
諸
本
の
例

 
 
 
 
 
ア
ヘ
シ
ラ
ヘ
イ
カ
ン
 
 
ア
ヘ
シ
ラ
ヘ
イ
カ
ム
 
 
 
 
 
イ
カ
ン
 
 
 
 
ア
ヘ
シ
ラ
フ

 
 
 
五
媛
、
會
些
 
 
會
些
 
 
二
藍
 
 
二
曲
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ラ
ヒ
 
 
 
 
ア
ヒ
シ
ラ
フ
コ
ト

と
は
、
前
者
の
例
で
あ
り
、
後
者
の
ほ
う
に
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ア
ヘ
シ
ラ
フ
コ
ト

 
 
 
復
 
能
 
磨
 
答
ト
 
 
 
後
 
多
㌧
磨
 
答

 
 
 
 
 
 
 
ア
へ
、
シ
ラ
フ
‘

な
ど
の
旧
例
で
、
伝
本
の
名
は
一
々
あ
げ
な
い
が
、
塔
嚢
抄
の
文
は
、
ほ
ぼ
、

原
訓
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
σ
た
だ
し
、
「
淫
雨
」
の
「
太
」
は
、
諸
本

「
復
」
が
常
で
あ
る
。

 
 
ク
ク
ビ
ル
・
ト
云
ハ
何
ノ
字
ソ
（
三
三
ノ
三
十
九
）

 
 
 
ス
イ
ク
ツ
 
 
ヒ
ト
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
イ

 
 
 
齢
屈
 
疲
頓
同
ク
用
ル
也
。
 
太
平
記
ニ
ハ
齢
ヲ
用
。
 
蕊
ハ
桑
果
才
．

 
 
 
果
。
才
規
三
ノ
反
心
ノ
疑
也
ト
注
セ
リ
。
播
州
イ
カ
・
侍
ラ
ム
。
玄
恵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ツ

 
 
 
法
師
ノ
書
ケ
ル
物
ニ
ハ
。
屈
ヲ
用
屈
ハ
。
ツ
カ
ル
・
ナ
レ
ハ
。
、
其
義
叶

 
 
 
 
 
ヒ
ト
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ト
ン

 
 
 
ヘ
レ
疲
頓
ヲ
モ
。
遊
仙
窟
ニ
ハ
。
疲
頓
ト
。
ツ
カ
レ
タ
リ
ト
ヨ
ム
。
同

 
 
 
心
ナ
ル
ヘ
シ
。
下
ニ
ッ
や
猶
能
ク
侍
ラ
ム
。

原
典
「
疲
頓
異
常
」
と
あ
る
語
句
の
訓
読
を
示
す
の
で
、
諸
本
、
 
「
疲
頓
ト
ッ

カ
レ
ツ
、
ツ
カ
レ
タ
ル
コ
ト
」
と
訓
ず
る
こ
と
、
右
に
同
じ
。
な
お
、
「
異
常

」
も
、
す
べ
て
同
じ
く
、
文
選
読
し
て
、
 
「
異
常
ト
ハ
ナ
ハ
タ
シ
。
」

 
 
物
ノ
サ
ハ
ヤ
カ
ナ
ト
云
ハ
何
レ
ノ
字
ソ
．
（
巻
三
ノ
四
十
一
）

中
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓

 
 
サ
ウ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ガ
フ

 
 
 
爽
字
ヲ
書
ク
℃
太
平
記
ニ
モ
。
是
ヲ
用
字
註
ニ
モ
明
也
。
差
一
也
ト
尺

 
 
 
 
 
 
ク
ロ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ロ
ウ

 
 
 
セ
リ
又
旺
睡
ト
モ
書
ク
。
遊
仙
窟
二
旺
膿
ト
。
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
ト
ヨ

 
 
 
ム
也
。
如
レ
此
・
詞
ノ
字
一
二
カ
ル
ヘ
シ
。
漢
書
三
志
史
記
文
選
ヨ
リ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
レ
ラ
 
 
ク
ン

 
 
 
乃
至
遊
仙
窟
千
字
文
文
集
等
ヨ
リ
出
タ
リ
。
此
等
ヲ
訓
ノ
読
ノ
本
書
ト

 
 
 
ス
ル
鰍
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-

原
典
の
諸
本
、
こ
の
「
旺
膿
」
の
文
選
読
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
こ
の
説
明
の

と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
後
の
一
文
は
、
漢
字
の
訓
読
に
つ
い
て

の
、
典
拠
あ
る
諸
書
を
あ
げ
て
興
味
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
再

説
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
コ
ウ
ガ

 
 
恒
蛾
ト
云
ハ
。
何
ナ
ル
事
ソ
（
巻
六
ノ
ニ
十
二
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
ト

 
 
 
恒
蛾
ハ
月
ノ
異
名
也
。
遊
仙
窟
二
恒
蛾
・
三
人
女
也
読
メ
リ
。
實
ニ
ハ

 
 
 
人
ノ
名
也
。

説
明
文
は
、
以
下
、
諸
書
を
あ
げ
て
、
長
文
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
原
典
を
見

る
と
、
諸
本
正
し
く
「
恒
餓
の
ツ
キ
人
」
と
訓
ず
る
が
、
ま
た
右
の
如
く
「
ツ

キ
ヒ
ト
ヲ
ン
ナ
」
と
も
あ
り
、
単
に
「
ツ
キ
オ
ン
ナ
」
と
い
う
も
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
「
ツ
キ
ヒ
ト
ヲ
ト
コ
」
と
訓
ず
る
醍
醐
寺
本
さ
え
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
 
「
恒
（
垣
）
餓
ノ
」
と
い
う
音
読
を
冠
す
る
文
選
読
た
る
こ
と
は
例
外

で
な
い
。
、

 
三
二
抄
が
、
何
ら
か
の
形
で
、
遊
仙
窟
を
援
用
す
る
の
は
、
右
の
溶
々
で
あ

る
。
そ
の
標
題
に
示
さ
れ
る
如
く
、
そ
の
読
み
を
対
象
と
す
る
か
、
そ
の
用
字

を
対
象
と
す
る
か
、
の
形
式
を
採
っ
て
、
論
を
進
め
て
い
る
乙
と
が
多
い
。
原

文
の
文
字
と
多
少
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
、
訓
読
に
自
由
さ
が
あ
る
か
、
そ
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、

れ
ら
の
点
は
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
恐
ら
く
原
典
を
、
何
ら
か
の
本
に
よ

っ
て
、
ほ
ぼ
直
接
に
援
用
し
た
も
の
と
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
現
存
伝
写
の
ど

れ
か
に
想
定
し
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

四

 
こ
こ
で
、
再
説
す
る
べ
ぎ
は
、
さ
き
に
示
し
た

明
文
の
末
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。

 
 
コ
レ
ラ
 
 
ク
ン

 
 
此
等
ヲ
訓
ノ
読
ノ
本
書
ト
ス
ル
殿
。

（
巻
三
ノ
四
十
）
条
で
の
説

と
い
う
表
現
は
、
そ
の
直
前
に
あ
げ
た
漢
籍
の
訓
読
と
い
う
も
の
が
、
当
時
す

で
に
、
典
拠
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、

-
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
四
百
を
超
え
る
語
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
訓
が
あ

る
。
単
字
、
熟
語
の
い
ず
れ
に
も
及
び
、
そ
の
単
語
の
配
列
は
、
い
ろ
は
順
に

し
た
が
い
、
か
な
り
の
数
に
及
ん
で
は
、
そ
の
訓
読
語
の
出
典
を
注
記
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

 
そ
の
出
典
注
記
に
偏
す
る
こ
と
が
著
し
い
。
訓
読
の
「
本
書
」
と
し
て
あ
げ

た
の
は
、
漢
書
以
下
数
種
で
あ
る
が
、
現
実
に
出
典
名
を
注
記
し
た
の
は
、
き

わ
め
て
珍
し
く

 
 
ヲ
モ
ト
ヒ
ト
 
 
 
 
 
 
 

 
 
完
 
侍
白
 
 
侍
 
者
同

 
 
フ
ン
口
回
カ
ル

 
 
抜
三
文
 
奎
轟

こ
れ
ら
の
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
白
氏
文
集
」
、
 
「
文
選
」
を
出
典
と
示
し
て
い
．

る
べ
き
な
が
ら
、
わ
ず
か
二
例
ず
つ
に
す
ぎ
な
い
コ

 
こ
れ
ぢ
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
の
は
、
他
に
は
、
「
仙
」
と
層

注
し
た
、
す
な
わ
ち
「
遊
仙
窟
」
を
示
す
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
か
な
り
あ
る

に
す
ぎ
な
い
。
 
「
佃
」
の
下
に
、
相
つ
づ
い
て
の
語
例
で
、
 
「
同
」
と
注
し
た

も
の
は
、
「
仙
」
と
あ
る
と
同
じ
と
認
め
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
す
べ
て
を
あ

げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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語
例
の
下
に
、
線
i
を
施
し
た
の
は
、
そ
の
下
の
語
が
す
ぐ
う
つ
い
て
あ
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
下
の
語
例
に
「
同
」
の
注
記
あ
る

の
は
、
そ
の
上
の
「
仙
」
を
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
た
と
い
う
意
の
も
の
．

で
、
も
ち
ろ
ん
、
私
に
注
意
し
た
印
で
あ
る
。

 
い
く
つ
か
の
間
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
原
典
に
見
出
し
得
な
い
語
が
あ
る
と
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル

う
こ
と
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
 
「
盤
 
 
桓
」
で
あ
り
、
字
類
抄
や
節
用
集
な
ど

に
こ
の
例
は
あ
る
が
、
原
典
に
、
他
の
語
に
こ
の
訓
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
字
は

な
い
。
そ
こ
．
で
、
塔
嚢
抄
が
、
こ
れ
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
他
の
語
と
と

も
に
、
列
挙
し
て
み
る
と
、

 
 
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ヘ
ス
ム
 
 
 
 

 
 
 
 
 
タ
チ
ヤ
ス
ラ
フ

 
 
盤
桓
仙
、
、
彷
僅
 
徒
碕
同
 
寸
歩
 
還
巡
同
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タ
チ
モ
ト
ヲ
ル
 
 
ロ
タ
ヘ
ス
ム

と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
 
「
彷
 
 
健
」
 
「
寸
 
歩
」
と
い
う
両
語
訓
が
原

典
に
と
も
に
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
「
盤
桓
」
の
「
仙
」
が
「
彷
僅
」
の
下
に
あ

る
べ
く
、
一
一
巡
」
の
「
同
」
が
、
そ
の
上
の
「
寸
歩
」
の
旧
注
に
あ
る
べ
き
も

の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
注
記
を
一
つ
ず
つ
下
上
さ
せ
れ
ば
、
全
く
、
原
典
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル

語
論
の
と
お
り
と
な
っ
て
、
疑
問
は
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
盤
 
桓
」

は
、
全
く
他
の
何
ら
か
の
出
典
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
壕

嚢
抄
の
こ
れ
ら
出
典
の
注
記
な
ど
に
は
、
い
く
ら
か
の
誤
脱
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
推
定
す
れ
ば
、
解
決
が
つ
き
、
そ
れ
は
、
ま
た
、
決
し
て
無
理
な
考
え
で

 
 
 
 
 
ク
チ
モ
ト
ヲ
ル
 
 
タ
ヘ
ス
ム

は
な
い
。
 
「
彷
 
 
僅
」
 
「
寸
 
歩
」
は
、
そ
の
ま
ま
遊
仙
窟
に
存
す
る
か
ら

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
右
に
示
し
た
よ
う
に

 
 
ツ
ヘ
ラ
ヲ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
コ

 
 
肇
折
仙
 
 
盤
析
同

と
、
す
ぐ
つ
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
下
の
語
例
も
、
遊
仙
窟
を

示
す
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
両
語
は
、
そ
の
訓

と
も
に
、
全
く
原
典
に
見
え
な
い
み
し
た
が
っ
て
、
現
存
本
を
信
ず
る
か
ぎ

り
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
誤
記
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
そ
の

前
後
の
語
例
と
考
え
あ
わ
せ
て
も
、
解
決
つ
き
そ
う
で
は
な
い
。
仙
一
意
は
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
ヘ
ラ
ヲ
リ

典
を
「
文
集
」
と
注
し
て
「
盤
 
折
」
を
あ
げ
、
節
用
集
の
な
か
に
も
、
ま
た

同
例
を
示
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
が
。

 
な
お
、
 
「
タ
チ
ヤ
ス
ラ
フ
」
で
あ
る
が
、
原
典
に
は
、
こ
の
訓
語
と
し
て
、

「
選
延
」
「
逡
巡
」
の
字
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
㌦
 
 
 
‘

 
語
は
あ
っ
て
も
、
同
訓
の
存
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
 
「
式
事
」
の
「
ハ
エ
ヤ

カ
ナ
リ
」
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
解
し
が
た
い
。
 
「
ハ
」
が
「
へ
」
の
誤
記
と
す

れ
ば
問
題
は
な
い
が
。
原
訓
は
、
ふ
つ
う
に
「
筆
塚
ト
へ
・
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
と

、
申
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓

読
ま
れ
て
い
る
か
ら
。
つ
ま
り
、
 
「
ヘ
エ
（
エ
）
ヤ
カ
」
で
も
「
へ
・
ヤ
カ
」

で
も
よ
い
。

 
「
自
在
」
の
「
ワ
カ
マ
・
ナ
リ
」
の
訓
は
、
当
時
の
他
の
文
献
に
は
珍
し
く

な
い
が
、
こ
の
原
典
で
は
、
「
自
在
ト
ホ
シ
イ
マ
・
ナ
ル
コ
ト
」
な
ど
と
訓

じ
、
「
ワ
カ
マ
・
」
の
訓
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
う
い
う
訓
の
伝

え
が
た
ま
た
ま
存
し
て
い
た
の
か
、
「
あ
る
い
は
、
そ
の
出
典
注
記
の
誤
記
な
の

か
、
解
し
が
た
い
。

 
「
荒
涼
」
の
「
ア
ハ
ヶ
テ
」
の
訓
も
、
同
断
。
原
典
諸
訓
は
、
 
「
荒
涼
ト
ア

ラ
ケ
テ
、
，
ア
レ
テ
」
と
い
う
の
が
常
。
こ
の
語
を
「
ア
ハ
ケ
ル
」
と
読
ん
で
、

あ
え
て
意
味
的
に
著
し
い
誤
り
と
も
せ
ず
と
い
う
扱
い
も
、
考
え
ら
れ
な
い
で

は
な
い
が
。
 
「
ハ
」
を
「
ラ
」
の
誤
写
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
と
に

か
く
、
・
こ
の
語
訓
は
、
見
え
な
い
。

 
「
消
息
」
を
「
ア
リ
サ
マ
」
と
訓
ず
る
は
、
中
世
の
辞
書
類
か
ら
は
、
い
く

ら
も
見
出
せ
る
が
、
原
典
諸
本
に
は
、
ど
う
し
て
か
、
こ
の
語
に
付
訓
ず
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
な
く
、
「
消
息
ヲ
作
サ
ン
ト
云
」
な
ど
と
、
原
文
を
黙
じ
て
い
る
。
「
ア
リ

サ
マ
」
の
訓
は
原
訓
に
あ
る
が
、
文
字
は
、
 
「
行
遊
」
 
「
行
跡
」
に
対
す
る
も

の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
智
嚢
抄
の
例
を
そ
の
ま
ま
に
認
め
る
と
す
れ

 
 
 
ア
リ
サ
マ
 
ナ

ば
、
「
消
息
ヲ
作
サ
ン
ト
云
」
と
い
う
訓
読
文
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
で
は
、
文
意
が
お
だ
や
か
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
問
題
と
し
た
「
荒

涼
仙
」
に
、
す
ぐ
つ
づ
い
て
「
消
息
同
」
と
あ
る
た
め
に
、
い
ち
お
う
、
遊
仙

窟
と
し
て
扱
っ
て
の
・
問
題
で
あ
る
が
㌣
そ
の
「
荒
涼
」
に
疑
問
の
あ
る
以
上
、

こ
こ
に
注
記
せ
ら
れ
て
い
る
「
仙
一
同
」
と
い
う
こ
と
が
、
と
も
に
不
確
か
な

例
と
な
っ
て
し
ま
う
。

 
か
く
観
る
と
、
こ
の
出
典
注
記
が
、
ど
れ
ほ
ど
確
か
で
あ
る
か
。
少
な
く
と

．
 
 
'
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、

も
、
こ
の
板
本
の
記
載
が
そ
の
ま
ま
す
べ
て
を
認
め
ら
れ
る
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
こ
れ
を
証
す
る
こ
と
は
、
初
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
条
に
列
挙

せ
ら
れ
た
語
は
四
百
を
超
え
る
と
言
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
出
典
の
明
記
せ
ら
れ

と
認
め
る
べ
き
は
、
右
の
三
種
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
、
遊
仙
窟
が
絶
対
に
多
き

を
古
め
て
い
る
。
こ
の
訓
が
い
か
に
申
世
の
文
献
に
、
特
異
な
も
の
と
し
て
援

用
せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
か
を
証
す
る
一
例
と
は
な
っ
て
も
、
そ
れ
も
、

全
体
の
語
数
か
ら
い
え
ば
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。

 
他
の
ほ
と
ん
ど
の
訓
語
は
、
 
「
訓
ノ
読
ノ
本
書
」
と
記
さ
れ
な
が
ら
、
書
名

は
注
記
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
、
あ
る
い
は
、
そ
の
注
記
の
な
い
よ
う
な

語
訓
は
、
諸
書
に
共
通
的
に
少
な
く
な
く
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
え

て
、
一
々
注
す
る
ま
で
も
な
い
と
の
考
え
か
ら
省
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遊
仙
窟
だ
け
を
、
と
く
に
多
く
示
し
た
の
は
、
注
意
せ

ら
れ
る
。
注
記
す
べ
き
も
の
を
も
誤
脱
し
た
例
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
。

五

 
こ
こ
に
、
わ
ず
か
の
援
用
で
は
あ
る
が
、
仙
源
抄
（
鷹
永
本
）
に
言
及
し
て

お
く
。
こ
れ
は
、
辞
書
の
形
を
採
っ
て
い
る
が
、
別
に
、
源
氏
物
語
古
注
に
お

け
る
遊
仙
窟
「
訓
」
と
も
い
う
べ
き
稿
に
お
い
て
も
、
他
の
注
釈
と
の
関
係
に

お
い
て
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
が
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ヘ
ト
ウ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ

 
 
い
ゑ
と
う
し
 
 
主
人
女
 
遊
仙
窟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ヘ
ト
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ェ
ノ
キ
ミ
ト

 
 
 
娘
子
ハ
既
二
是
レ
主
人
母
。
少
府
ハ
須
ク
レ
作
ス
ニ
主
人
公
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

こ
れ
は
、
墨
袋
の
項
に
も
説
か
れ
て
い
た
。
原
型
で
は
、
 
「
イ
ヘ
ト
（
ウ
）
シ
、

主
人
母
」
、
「
イ
へ
（
ノ
）
キ
ミ
、
主
人
公
」
と
訓
ず
る
の
が
、
常
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
ハ
ス
ノ
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

は
す
の
み
 
 
．
鶏
實
也
私
云
遊
仙
窟
に

レ
ン
シ
ノ
サ
カ
ツ
キ

蓮
子
 
と
あ
り
愛
に
て
も
そ
の
心
鰍
愚
案
こ
れ
は
盃
酌
の
義
に
あ
ら

 
す
た
＼
稿
實
の
心
な
る
へ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
‘

こ
の
文
章
、
や
や
解
し
か
ね
る
。
と
い
う
の
は
、
原
典
に
「
蓮
子
實
深
」
の
句

が
あ
っ
て
、
 
「
蓮
子
ノ
カ
ナ
シ
ミ
（
ヒ
）
實
二
深
シ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
メ
タ
ツ
 
 
 
 
 
マ
メ
タ
ッ

 
 
ま
め
た
ち
給
 
 
敏
色
遊
仙
窟
閑
話
同
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
サ

「
敏
色
」
は
、
「
敏
色
ト
マ
メ
タ
チ
テ
」
と
例
の
文
選
読
が
、
「
色
ヲ
敏
メ
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
メ

」
と
反
読
す
る
か
が
、
影
写
で
あ
り
、
「
籔
眉
」
は
「
似
レ
綴
レ
眉
」
を
「
眉
タ

 
 
 
 
 
ヒ
ソ

テ
ル
マ
ユ
ヲ
籔
ム
ル
ニ
似
」
と
訓
読
し
、
 
「
マ
メ
タ
ツ
、
ヒ
ソ
ム
」
が
、
常
で

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
タ
ゥ
マ
シ

 
 
え
た
ふ
ま
ま
し
く

匹
耐
遊
仙
窟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
タ
マ
ユ
 
 
 
 
 
 
タ

こ
れ
は
、
原
文
「
一
眉
猶
厘
耐
」
の
と
こ
ろ
で
、
コ
眉
タ
ニ
モ
猶
耐
ヘ
カ
タ

キ
（
二
、
モ
ノ
ヲ
）
」
と
訓
じ
、
 
「
タ
エ
カ
タ
キ
」
が
訓
読
文
と
し
て
す
な
お

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
全
く
、
和
文
化
し
て
「
え
た
ふ
ま
し
く
」
と
し
て
あ
げ

て
い
る
。
原
典
に
よ
っ
た
か
否
か
、
断
ず
る
べ
く
も
な
い
が
、
全
く
、
意
解
し

て
い
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ヘ
ヤ
カ

 
 
さ
、
や
か
に
 
き
ぬ
の
お
と
な
ひ
ζ
ぐ
少
ぐ
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
狭
ζ
也
 
細
ζ
許
遊
仙
窟

「
サ
サ
ヤ
カ
一
こ
は
、
一
般
の
訓
で
あ
り
、
和
語
で
あ
る
。
原
典
「
腰
支
細
細

許
」
は
、
 
「
腰
支
ノ
コ
シ
バ
セ
細
細
許
ト
サ
・
ヤ
ヵ
ナ
ル
（
サ
・
ヤ
当
直
ナ
マ
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メ
キ
）
し
と
訓
ず
る
。
こ
の
語
訓
は
、
と
く
に
、
中
世
の
注
釈
や
辞
書
の
類
に

採
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
，

 
要
す
る
に
、
中
世
の
辞
書
と
は
い
う
も
の
の
、
注
釈
書
の
説
に
お
い
て
、
遊

仙
窟
の
訓
を
論
ず
る
系
．
列
に
お
い
て
も
、
こ
の
わ
ず
か
な
援
用
例
は
、
注
意
せ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
i
こ
の
稿
終
わ
り
、
昭
四
九
・
九
・
一
八
稿
1

注注置

321
注
4

奪
経
閣
叢
刊
本
の
解
説
に
よ
る
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
，

原
典
、
原
訓
、
原
文
、
原
注
な
ど
の
用
語
は
、
す
べ
て
、
遊
仙
窟
の
そ
れ
を
さ
す
。

刊
本
、
以
下
の
醍
醐
寺
本
な
ど
の
伝
本
名
は
、
 
「
注
4
」
の
を
除
い
て
、
す
べ
て
、

遊
仙
窟
に
つ
い
て
い
う
。

続
類
従
本
、
史
籍
回
覧
本
は
、
桂
川
地
蔵
記
の
そ
れ
を
さ
す
。

‘
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騨

中
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓


